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Ⅰ 定例監査   

 

第１ 監査の対象及び執行期日 

 

対  象  「令和６年度定例監査対象」（６頁）のとおり 

執行期日  令和６年１０月３０日～１１月２６日 

 

 

第２ 監査の着眼点  

 

令和６年度定例監査においては、本庄市監査基準（令和２年４月１日施行）

及び令和６年度本庄市監査実施計画に基づき、監査項目ごとに下記着眼点の

もと実施した。 

ア 予算の執行は、計画的かつ効率的に実施されているか。 

     イ 調定の時期及び手続、納期限の設定などが適切であるか。 

     ウ 違法若しくは不当な支出又は不経済な支出がなされていないか。 

     エ 契約書、見積書等関係書類が確実かつ的確に整備されているか、契 

約の履行期限、仕様書に基づく履行が適切であるか。 

     オ 財産の取得及び処分の手続が適切に実施されているか。 

     カ 委託業務において長期継続契約の運用が適正に行われているか。 

 

 

第３ 監査の実施内容 

 

定例監査の実施にあたっては、例年、事前提出資料として求めている当該

年度の主要事業の事業別調書のほか、契約に係る事務手続が適正に行われて

いるかを確認するため、工事請負契約、修繕請負契約及び業務委託契約とし

て契約を締結したものの中から監査対象を抽出し、所管課に決裁文書や契約

書等の関係書類の提出を求めた。 

また、今年度の定例監査においては、委託業務において長期継続契約の運

用が適正に行われているかを把握するため、委託業務における長期継続契約

の運用状況に関する調書の作成及び提出を求めた。 
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地方自治法第２条第１４項及び第１５項の趣旨に則り、事務や事業が合理

的かつ効率的に執行されているかに配意をしながら、提出された調書や関係

書類について諸帳簿との照合及び調査を行うとともに、関係職員から事務・

事業の概要、執行状況、今年度の重点及び課題等についても説明を求めて監

査を実施した。 

 

 

第４ 監 査 の 結 果 

 

財務に関する事務の執行状況及び経営に係る事業の管理状況は、全体的に

は関係法令及び条例、規則等に基づいて適正に執行され、所期の目的に沿う

成果をあげているものと認められたが、一部に改善を要する事務処理が見受

けられたため、適切な処置を講じられたい。 

なお、監査の執行過程において、口頭にて指示を行ったものについても、

適正な事務の執行をされるよう併せて要望する。 

 

  １ 契約に関する事務について 

 

    監査にあたっては、本庄市契約規則等の規定に従い、契約に関する事務が

適正に執行されているか、また、昨年度までに指摘又は注意した事項が改善

されているかについても留意して、提出された書類の審査を行い、必要に応

じて関係職員からの聞き取りを実施した。 

    契約に関する事務については、地方自治法施行令等の関係法令及び条例、

規則等に基づき、概ね適正に執行されていることが確認できたが、一部に次

のとおり改善を要する事例が見受けられた。この中には、昨年度までに指摘

又は注意した事項と同様の事例について、他部署で新たに指摘される事例も

見られたことから、今回の指摘対象でない部署においても市全体の問題とし

て認識するよう情報共有を図り、適正な事務処理を行うよう努められたい。 

 

（１）地方公共団体が行う契約については、政府契約の支払遅延防止等に関

する法律の規定が準用され、対価の支払いは定められた期限内に行わな

ければならない。契約書等により支払時期を定める場合は、適法な支払
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請求を受けた日から３０日以内（工事代金は４０日以内）とされている

が、それを超過した支払時期を定めた契約書が見受けられた。適切な支

払時期を定めた契約書を作成されたい。 

 

（２）昨年度の定例監査において、本庄市契約規則第３７条第１項各号で規

定する契約保証金の納付免除について、納付免除の該当条項を記載する

だけでなく、そう判断するに至った客観的な根拠を起案文書において明

確にした上で決裁を受けるよう改善を求めたところであるが、今年度も

同様の事例が散見された。適正な手続きを経て契約保証金の納付免除が

行われるよう、引き続き改善を図られたい。 

 

（３）請書に別紙とされている仕様書が添付されていないものがあった。業

務内容について後日紛争が生じることのないよう、また契約の適正な履

行を確保するためにも、適切な仕様書が添付された請書を受領されたい。 

 

（４）一部の起案文書において、情報公開区分を一部非公開とすべきところ

を全部公開としている事例や、施行日と実際の日付の齟齬や日付の未記

入があった。文書事務の経過を明らかにするため、公文書作成において

は、十分な配慮と慎重を期し、適正な事務処理を行われたい。 

 

  ２ 長期継続契約の運用状況について 

 

    長期継続契約は、地方自治法第２３４条の３の規定に基づき、債務負担行

為の設定なしに、複数年度にわたり電気、ガス等の役務の提供を受ける契約、

不動産を借りる契約その他政令で定める契約を各年度の予算の範囲内で行う

ことが可能な予算単年度主義の例外措置として認められているものである。 

    また、地方自治法施行令第１６７条の１７の規定に基づき、条例で定めた

契約については長期継続契約の締結が可能となることから、本市では、本庄

市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例及び同施行規則を

定め、長期継続契約を締結できる対象を規定している。 

    監査にあたっては、歳出予算が本庄市予算規則で定める節１２委託料の契

約を対象とし、関係部署に対して令和６年９月３０日を基準日とした委託業
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務における長期継続契約の運用状況に関する調書の作成及び提出を求め、必

要に応じて、関係職員から聞き取りを行った。 

    本市における長期継続契約の運用が適正に行われているかについて監査を

実施したところ、長期継続契約については、地方自治法施行令等の関係法令

及び条例、規則等に基づき、概ね適正に運用されていることが確認できたが、

一部に次のとおり改善を要する事例や今後の課題として検討すべき事例も見

受けられたため、適正な処置を講じられたい。 

 

（１）基準日時点で契約中の委託業務のうち、約３割が長期継続契約の要件

に該当する業務であり、その約６割が単年度契約となっていた。この中

には制度や手続きの理解が不十分であることにより長期継続契約とし

て契約がなされていない事例が見受けられた。 

また、調書の作成にあたって、長期継続契約と債務負担行為を混同し

ている事例も見受けられた。制度や手続きを十分に理解するとともに、

制度所管課においては長期継続契約がより適正に運用されるよう改め

て全庁へ周知されたい。 

 

（２）現在締結されている長期継続契約については、ほぼ全ての部署で契約

を継続する予定であることが確認できた一方、公共施設の見直しの対象

施設のため、契約期間の設定に苦慮し、長期継続契約の運用を継続しな

い予定であるとした事例も見受けられた。施設の所管部署においては、

今後の公共施設の見直しの状況把握に努め、適切な契約期間を設定する

よう留意されたい。 

 

（３）単年度契約による場合との比較検討が行われていない長期継続契約が

散見された。長期継続契約のメリットとして、債務負担行為の設定や毎

年度の契約締結業務が不要になることによる事務の効率化や受託が長

期継続することで業務の質の向上が見込まれることがあげられる。 

一方、受託者が良質な業者でなかった場合、契約期間中に業者の変更

ができず業務の質の確保に苦慮することや業務内容の変更が生じた場

合、迅速な対応が取れないこと、発注・契約が数年に一度であり担当者

の異動などで次回の発注・契約に不安が生じるなどのデメリットを懸念
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する部署も見受けられた。長期継続契約の運用に際しては、単年度契約

とのメリットとデメリットを比較検討し、前例に倣い漫然と長期継続契

約が行われることのないよう取り組まれたい。 
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監 査 期 日 課 名 等 監 査 期 日 課 名 等

企 画 課 財 政 課

広 報 課 地 域 福 祉 課

秘 書 課 障 害 福 祉 課

情 報 シ ス テ ム 課 道 路 管 理 課

市 民 活 動 推 進 課 都 市 計 画 課

危 機 管 理 課 建 築 開 発 課

市 民 課 道 路 整 備 課

生 活 支 援 課 市 街 地 整 備 室

高 齢 者 福 祉 課 保 険 課

介 護 保 険 課 教 育 総 務 課

ス ポ ー ツ 推 進 課 学 校 教 育 課

行 政 管 理 課 生 涯 学 習 課

課 税 課 文 化 財 保 護 課

収 納 課 下 水 道 課

保 育 課 本 庄 東 中 学 校

子 育 て 支 援 課 本 庄 西 小 学 校

こども家庭センター 図 書 館

環 境 推 進 課

商 工 観 光 課

農 政 課

産 業 開 発 室

令和６年度　定例監査対象

出先機関については実地において、その他は本庄市役所会議室において監査を行った。日程に記載され

ていない課については書面による監査を行った。

１０月３０日（水）

１１月　１日（金）

１１月１５日（金）

１１月１９日（火）

１１月２１日（木）

１１月２６日（火）

１１月　５日（火）

１１月　７日（木）

１１月　８日（金）
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Ⅱ 財政援助団体監査 

 

第１ 監査の対象及び執行期日 

 

対  象 

・団 体 名 社会福祉法人 本庄市社会福祉協議会 

・補助所管課 ①地域福祉課 

②高齢者福祉課 

・補 助 金 名 ①本庄市社会福祉協議会補助金 84,174,000 円 

②本庄市社会福祉協議会特別活動事業補助金 3,000,000 円 

    ・補 助 目 的 ①本庄市における地域福祉を推進している本庄市社会福祉

協議会の運営を支援するため 

           ②本庄市社会福祉協議会の事業活動を助成することにより、

住民参加と自己実現への支援を図り、もって健康でしあ

わせな市民生活を築くため 

執行期日  令和６年１１月２６日 

 

 

第２ 監査の着眼点  

 

令和６年度監査においては、本庄市監査基準及び令和６年度本庄市監査実

施計画に基づき、監査項目ごとに下記着眼点のもと実施した。 

ア 補助金の交付目的、補助対象事業が明確であり、所管課において規

則どおりに交付手続が行われているか。 

     イ 団体の該当事業における事業計画書、予算書が所管課へ提出した交

付申請書に符合しているか。 

     ウ 事業が計画及び交付条件に従って実施され、十分効果があげられて

いるか。 
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第３ 監査の実施内容 

 

財政援助団体の監査は、地方自治法第１９９条第７項の規定により、補助 

金等の財政的援助を行っている対象事業が、目的に沿って適正かつ効果的に

遂行されているかを監査するものであり、今年度は「社会福祉法人 本庄市社

会福祉協議会」について監査を実施した。 

監査にあたっては、財政援助団体及び所管課に提出を求めた資料をもとに、

財務執行及び事業執行状況について調査を行うとともに、関係職員から事務・

事業の概要、執行状況、今年度の重点及び課題等についても説明を求めて監

査を実施した。 

 

 

第４ 監 査 の 結 果 

 

関係資料に基づき説明を受けたところ、事務処理は適正であり、事業も計

画及び交付目的に沿って実施され、効果をあげていることが確認できた。 

地域の人々が住み慣れたまちで安心して生活することのできる「福祉のま

ちづくり」のために、本庄市社会福祉協議会は欠かせない存在であることか

ら、引き続き地域福祉の推進に取り組み、人と人、人と資源がつながり助け

あう地域共生社会の実現に貢献していただきたい。 
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Ⅲ 工事監査 

 

第１ 監査の対象及び執行期日 

 

対  象  若泉運動公園武道館外壁・屋根改修工事 

執行期日  令和７年１月１６日 

 

 

第２ 監査の着眼点  

 

令和６年度監査においては、本庄市監査基準及び令和６年度本庄市監査実

施計画に基づき、下記着眼点のもと実施した。 

・ 工事の計画、設計、契約及び施工が法令等に準拠し、適正かつ効率

的に執行されているか。 

 

 

第３ 監査の実施内容 

 

今年度施工中の工事から、契約金額、規模、進捗状況等を勘案して若泉運

動公園武道館外壁・屋根改修工事を監査対象として選定した。 

なお、監査の実施にあたっては、専門的見地から監査をするため、ＮＰＯ

法人 彩の国建設技術支援センターに工事技術調査業務を委託し、技術士支援

により監査を執行した。 

当該工事が法令等に準拠し、適正かつ効率的に執行されているかについて、

計画、設計、積算、契約、施工状況、施工管理等に重点をおき、所管課に契

約書類、工事設計書、関係図面等の提出を求め、ＮＰＯ法人 彩の国建設技術

支援センターから派遣された技術士による調査・助言を得て、関係職員から

説明を聴取し、書類審査並びに工事現場の実地調査を行った。 
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第４ 監 査 の 結 果 

 

この結果、工事計画、設計方針をはじめ契約面や施工状況等は、概ね適正

かつ効率的に執行され、安全面、管理面等にも配慮を行い、全体として適切

に施工されていることが確認できた。 

なお、技術士から工事技術調査報告書の中で推奨事項とされたものについ

ては、十分検討のうえ、今後の工事に活かされたい。 

  工事技術調査報告書については別添のとおりである。 
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